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銀フェス開催報告 

作花一志（京都情報大学院大学）、坂元  誠（星ノ子教育社）  
福江  純（大阪教育大学）、山田竜也（株式会社ナスビア）  

 
プラネタリウムそれも既成の星空案内では

なく自前のものを見たい、見せたいというの

が事の始まりだった。既存のプラネタリウム

ではスケジュールが決まっていて割り込みは

難しい。 
4月 29日の休日に 4人が京都御池ゼスト地

下街に集まった。何をするか、いつやるか、

どこでやるか、どんなイベント名称にするか、

どこに後援を依頼するか、メンバーとしてだ

れを誘うか…などなどを相談した。 
会場は費用や集客状況からしてここがいい、

キャッチコピーは「地下で星空を眺めよう」

としよう、時期は夏休みに子どもを対象に、

イベント名は「銀河フェスティバル」略称「銀

フェス」に、主催団体は「京都天文大楽院」

だ、これで教育委員会などに後援演依頼する

ことにしよう…など大枠が決まった。 
早速広報活動である。メーリングリスト、

Facebook を立ち上げポスターを作る。徐々

に内容は決まってくる。ボランティアメンバ

ーも増えてくる。これらはすべて並行進行で

修正変更は直前まで何度もある。 
実施は 1 回目を 7 月 3 日に、これは七夕前

の日曜ということもあるが、かに星雲超新星

出現（1054 年 7 月 4 日）の前日という意味

もある。2 回目はお盆明けの 8 月 17 日、18
日に。参加者は 3 日とも約 100 名、まずまず

だが、もう少し来てほしかった。当然だが忙

しい時と暇な時の差が大きすぎる。 
実施に当たり京都市教育委員会、天文教育

普及研究会から後援を、恒星社厚生閣、星空

工房アルリシャ、エクスプローラーズ・ジャ

パン株式会社から協賛をいただいた。特に星

空工房アルリシャの高橋真理子さんからは

「きみが住む星」投影に際しご助言をいただ

いたことに厚くお礼申し上げます。 

 
1）プラネタリウム 

3 日とも坂元がそれぞれ 8 回上演した。投

影内容は今晩の星空解説の他に、番組「火星

はどんな惑星？」「木星はどんな惑星？」「土

星はどんな惑星？」「銀河中心への旅」そして

エクスプローラーズ・ジャパン株式会社の配



－122－                 ■ 投   稿 ■ 

 

天文教育 2017年 1 月号（Vol.29 No.1） 

 

給する番組コンテンツ「きみが住む星」であ

った。機材及び「きみが住む星」以外のコン

テンツは坂元の子ノ星教育社が所有するもの

である。 
2）ミニ講演 

内容は難しいがあえて今年のビッグニュー

ス「重力波ってどんな波？」「ブラックホール

はどこにいる？」を福江が解説した。 
惑星探査について山田の「プルート今昔物

語」「ジュノーは木星に何を見つけるか」、京

都らしい天文ネタとして作花の「藤原定家の

客星記録」「安倍晴明の見た天変」。また河村

（花山天文台）の「わが国のオーロラ記録」。

会員各位に内容解説は不要でしょうから省略

します。 
3）クラフトワーク 

やはり天文工作は子供向けのイベントには、

簡単な工作が不可欠であることを痛感した。

幼稚園児から小学生その親御さんまで嬉々と

して取り組んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
4）ぶらはんど 

これは大人でも面白い。Microsoft が Xbox
というゲーム用に作っている Kinect という

センサーを使う。これによって人間の動きを

認識し、腕を広げたり合わせたりなどの動き

で、惑星をつまんだり大きくしたり小さくし

たり回したり、モニターの惑星像を自在に操

れる！ もちろん自転させたり惑星像の切り

替えも可能。 
 

 
3 回とも無事に終了した。フィナーレは風

船ロケット。 
スタッフの皆さんお疲れさまでした。次回

はいつどこでやりましょうか。 
 
 

 
 
 
 

 
 


